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一年の総決算
～次年度へのつながりを求めて～

今、学校では、保護者の皆様、地域関係者(元町内会長･前町内会長･PTA 会長)、児童、そ
して職員から、今年度の教育活動についての評価を受け、分析し、次年度に向けた改善策や

計画を立て、公表していくという活動の締めくくりに入ろうとしています。

保護者の皆様には、3月6日(水)の「参観日･懇談会」の折に、より具体的に説明致します

が、この紙上では「確かな学力」「豊かな心」「たくましい身体」の3つの観点から、「現状」

と「次年度の方向性」を要約してお知らせ致します。
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○学習することの重要性は感じ

ながらも、自ら進んで学習しよ

うとする意欲が不足している。

○朝学習等で、良い学習習慣が

定着してきている。

○宿題等は、やり遂げる。

○運動不足を実感している子が

多いものの、校内での体力づく

りに積極的に取り組んでいる。

○帰宅後、身体を動かしたりす

る姿があまり見られない。

○間食の取り過ぎ、好き嫌い。

○思いやりの心・善悪の判断が

しっかり身についている。

○自分が、より良くしていかな

ければならないところを自覚し

ている。

○明るく元気な挨拶ができる。

○道徳教育を一層充実させ、自他共に尊重

し合う環境作りを行う。

○八雲小学校との合同学習をとおして、将

来共に生活する仲間とのつながりを深める。

○地域との触れ合いを充実させ、黒岩の一

員であるという自覚と心を育てる。

○校内での体力づくりを今後も継続する。

○各種大会に参加するなどの目的意識を持

ち、継続して運動できるような工夫をする。

○家庭との連携･給食指導などを通じ、食習

慣の改善を図ることができるように指導･啓

発に努める。

○何のために学習するかの、短期の到達点

や、長期の目標など持たせるような、研究･

研修を一層充実させる。

○学校での児童の学習内容が良くわかる学

級通信の充実を継続する。

○わかる喜びが実感できる授業を充実する。

八雲町立黒岩小学校長

長 内 克 磨
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３ 月 の 行 事 予 定

４日（月）児童会活動 １８日（月）第１０３回卒業証書授与式
６日（水）学習参観・全体懇談・学級懇談 学校文集発行

給食交流 ２０日（水）春分の日
８日（金）卒業生を送る会 移動図書館 ２２日（金）修了式・離任式

卒業写真撮影 ２３日（土）学年末休業

１１日（月）児童会活動 ＰＴＡ役員会

１４日（木）ＰＴＡ総会 ～４／７（日）

１月３１日（木）山崎小、浜松小、黒岩小の 快晴の中、

３校合同学習の「やまびこ学級」が行われまし 颯爽とすべる。

た。今年度最後の交流は、スキー交流でした。

低学年・中学年・高学年のグループをつくり、

共にスキーを楽しみ、お弁当を食べました。も

うすっかり打ち解けている子どもたち。時間の

経つのもあっという間でした。

卒業したら、同じ八雲中学校に通う仲間たち

です。友だちの輪を大切にしてほしいと思いま グループごとに

す。 楽しくお弁当を。

５日（火）の放課後、「節分集会」を行いました。

春を告げる立春の前日、厄除けのため、豆まきをす

るという日本の伝統的な行事です。 鬼に向かって元気に

今年の年男は、旭くん、和正くん、年女は、詩乃 「鬼は外！福は内！」

さん、彩乃さんです。全校児童８名のうち、半分の

４名が年男、年女です。

もうじき黒岩にも温かい春がやってきます。

１月に行われた「八雲町新年席書大会」にたくさんの児童

が参加し、たくさんの賞をいただきました。今回も「青少年

健全育成書道展」が行われ、特別賞を含め、優秀な成績を収

めました。今回賞に入った４名の児童、そして残念ながら賞

をもらえなかった児童たちもすばらしい作品です。レベルの

高さがうかがえます。 今年の年男、年女のみなさん

○ 町議会議長賞 くん

○ 小高学年特選 さん

○ 小中学年入選 さん

くん


